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本連載ではこれまで、Access 95/97

で作ったデータベースをAccess 2002へ

とバージョンアップし、さらにAccess

のテーブルやクエリなどのオブジェク

トをMSDEへとアップサイジングして

きました。それによってある程度の

C/Sアプリケーションへの移行はでき

たといえますが、いずれも古くからあ

るAccessのファイル形式「.MDB（Acc

essデータベース）」を使ってきました。

しかし、Access 2000から登場したもう

ひとつのファイル形式「.ADP（Access

プロジェクト）」を使えば、従来のフォ

ームやレポートなどの資産を活かしな

がら、よりサーバーサイドのデータベ

ースに密着したアプリケーションへと

変貌させることができます。

アップサイジングウィザードを使え

ば、テーブルなどを簡単にMSDEや

SQL Serverに移行できるとともに、

MDBからADPへの変換も同時に行な

うことができます。さらにAccessプロ

ジェクトなら、MSDE上のテーブル、

ビュー、ストアドプロシージャなどの

オブジェクトをダイレクトにAccessか

ら操作することができます。

ただし、アップサイジングウィザー

ドでは対応できない部分もあります。

そのひとつが「VBAからテーブルやス

トアドプロシージャへアクセスするコ

ード部分」です。Accessプロジェクト

では、もはやDAOを使うことはできま

せん。したがって、手作業でDAOから

ADOへと書き換える必要があります。

そこで今回は、MDBからADPへの

リフォームという大きなステップアッ

プに先立ち、「ADOの概要とDAOから

ADOへの移行方法」について説明しま

す。

DAOとは？

DAO（Data Access Object）は、Acc

essの初期のバージョンから、データア
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クセス方法として使われてきました。

Access 97までは、“Accessといえば

DAO”というくらい密接な関係を続け

てきました。DAOは、Accessとともに

バージョンアップを繰り返してきたとい

うこともあり、Accessとの相性もよく、

成熟した技術といってよいでしょう。

Accessの単一のMDBファイル内で

の使用、つまり、あるMDBファイル内

のテーブルに対して同ファイル内のモ

ジュールからアクセスするようなシス

テムである限り、ADOさらにはADO

.NETが主流となった現在でも、十分に

第一線で活躍できる技術といっても過

言ではありません。

しかし、Accessプロジェクトになる

と、残念ながらDAOの出番はなくなり

ます。DAOは「Jetデータベースエンジ

ンを介してテーブルにアクセスするオ

ブジェクト」ですが、Accessプロジェ

クトはJetデータベースエンジンを介さ

ず、「OLE DB」と呼ばれる仕組みを介

してMSDEなどのデータベースエンジ

ンにアクセスする構造となっているか

らです（図1）。OLE DBを扱うには

ADOが必要となります。

ADOとは？

ADO（ActiveX Data Objects）は、

OLE DBというデータアクセス技術を

より簡単に利用するための、プログラ

ミングインターフェイス（ライブラリ）

です。ADOが表立って使われるように

なったのは、IIS（Internet Information

Services）やASP（Active Server Pages）

といった、WindowsにおけるWebアプ

リケーション開発環境の登場と時を同

じくします。もちろんWebに限られた

ものではなく、Accessにおいても、バ

ージョン2000からADOがデフォルトの

標準的データアクセス方法となってい

ます。

DAOはあくまでもJetデータベースエ

ンジンを簡単に扱うための技術です。

それを扱わないAccessプロジェクトや

Webデータベースアプリケーションに

おいては、やはり主流といえるデータ

アクセス技術はADOです［注1］。

Access 2000からADOが標準となっ

たことを裏付けるのが、VBAにおける

デフォルトの「参照設定」です。参照

設定とは、VBAのプログラムが外部の

ライブラリを呼び出す際、そのライブ

ラリファイルの実体がどこにあるのか、

その参照先を指示するためのものです。

具体的には、VBE（Visual Basic Editor）

のメニューから［ツール］-［参照設定］

を選択すると表示される画面（図2）で、

その確認や設定変更を行なうことがで

きます。

Access 97以前は、データベースを新

規作成した際、デフォルトでDAOにチ

ェックが付いていました。つまり、モ

ジュールを新規作成すると同時に、

DAOのプログラムを書き始めることが

できたのです。しかし、Access 2000か

らはデフォルトではDAOにチェックは

付いていません。デフォルトでADOの

みが参照されるようになったのです。

したがって、DAOだけを使ってきたユ

ーザーは、既存のコードを貼り付けた

りインポートしたりした場合、原因不

明のエラーに困惑した人も少なくない

はずです。

このようなことから、テーブルなど

にアクセスするプログラミングを行な

う際には、DAOを使うのかADOを使

うのかを決定した上で、それを使うた

めの参照設定を行なわなければならな
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図1：DAOとADOによるMSDEへのアクセス構造の違い

図2：ライブラリの参照を設定するダイアログ

注1）ADOとADO.NETは同じ系統の技術ではあ
りますが同じものではありません。本誌の記事で
は“ADO.NET”という用語をしばしば目にすると
思いますが、Accessではあくまでも“ADO”を使
います。
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